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水
産
庁
は
、
令
和
７
年
度

水
産
予
算
概
算
要
求
の
概
要

を
公
表
し
た
。

水
産
関
係
予
算
は
、
食
料

安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た

持
続
的
な
水
産
業
の
発
展
と

活
力
あ
る
漁
村
の
実
現
と
し

て
必
要
な
額
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
、
前
年
度
当
初
比

３５
％
増
、
２
５
７
２
億
円
の

要
求
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
水
産
基
盤
整

備
事
業
は
、
拠
点
漁
港
等
の

流
通
機
能
強
化
と
養
殖
拠
点

整
備
に
よ
る
水
産
業
の
成
長

産
業
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
魚
種
変
化
・
分
布
拡
大

等
の
環
境
変
化
へ
の
対
応
や

Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
・
固
定
化

に
資
す
る
漁
港
・
漁
場
の
整

備
や
藻
場
・
干
潟
の
保
全
・

創
造
、
漁
港
施
設
の
耐
震
・

耐
津
波
化
や
長
寿
命
化
等
に

よ
る
漁
業
地
域
の
防
災
・
減

災
・
国
土
強
靱
化
対
策
、
漁

港
利
用
促
進
の
た
め
の
環
境

整
備
等
を
推
進
す
る
た
め
８

６
６
億
９５
百
万
円
、
対
前
年

度
当
初
予
算
額
比
１８
・
８
％

増
を
要
求
。
漁
港
海
岸
事
業

は
４２
億
８８
百
万
円
、
１７
・
５

％
増
、
災
害
復
旧
事
業
は
１１

億
６７
百
万
円
、
前
年
度
と
同

額
要
求
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
も
併
せ
て
水

産
基
盤
、
海
岸
の
整
備
が
実

施
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
」
に
係
る
経

費
、
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

関
連
政
策
大
綱
」
を
踏
ま
え

た
水
産
分
野
に
お
け
る
経
費

及
び
「
食
料
安
全
保
障
強
化

政
策
大
綱
」
を
踏
ま
え
た
食

料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

た
対
応
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
予
算
編
成
過
程
で
検

討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

（
水
産
関
係
概
算
要
求
）

水
産
関
係
予
算
は
、
次
の

５
題
が
主
要
事
項
で
あ
る
。

一
、
海
洋
環
境
の
変
化
も
踏

ま
え
た
水
産
資
源
管
理
の
着

実
な
実
施

二
、
増
大
す
る
リ
ス
ク
も
踏

ま
え
た
水
産
業
の
成
長
産
業

化
の
実
現

三
、
地
域
を
支
え
る
漁
村
の

活
性
化
の
推
進

四
、
水
産
基
盤
の
整
備
、
漁

港
機
能
の
再
編
・
集
約
化
と

強
靱
化
の
推
進

五
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
・

生
業
（
な
り
わ
い
）
の
再
生

水
産
基
盤
整
備
事
業
（
公

共
）
に
つ
い
て
は
、
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
（
令
和
４

年
度
～
令
和
８
年
度
、
令
和

４
年
３
月
閣
議
決
定
）
に
基

づ
き
、
次
の
三
つ
の
対
策
を

重
点
的
に
推
進
す
る
。

一
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
拠
点
機
能
強
化
対

策・
水
産
物
の
輸
出
拡
大
等
に

向
け
た
拠
点
漁
港
等
の
流
通

機
能
強
化

・
養
殖
生
産
拠
点
の
整
備

二
、
持
続
可
能
な
漁
業
生
産

体
制
の
確
保
対
策

・
環
境
変
化
に
対
応
し
た
漁

場
整
備
や
藻
場
・
干
潟
の
保

全
等
に
よ
る
漁
場
生
産
力
の

強
化

・
漁
港
施
設
の
耐
震
・
耐
津

波
・
耐
浪
化
に
よ
る
強
靱
化

対
策

・
漁
港
施
設
の
長
寿
命
化
対

策三
、
漁
村
の
活
性
化
と
漁
港

利
用
促
進
対
策

・
漁
港
の
就
労
環
境
改
善
対

策
及
び
漁
港
施
設
等
活
用
事

業
に
係
る
環
境
整
備

・
漁
村
に
お
け
る
生
活
環
境

改
善
対
策

拡
充
要
求
事
項
と
し
て

は
、

①
水
産
物
流
通
を
多
く
取
り

扱
う
港
湾
に
お
い
て
、
一
貫

し
た
衛
生
管
理
の
下
、
港
湾

管
理
者
等
が
整
備
す
る
岸
壁

等
と
一
体
的
に
機
能
す
る
加

工
施
設
の
整
備
対
象
を
拡
充

②
水
産
物
の
流
通
機
能
の
強

化
に
向
け
て
、
持
続
的
な
衛

生
管
理
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
製
氷
施
設
、
冷
凍
・
冷

蔵
施
設
、
加
工
場
の
老
朽
化

対
策
を
補
助
対
象
化

③
気
候
変
動
の
影
響
に
伴
う

平
均
海
面
水
位
の
上
昇
等
へ

適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
漁

港
施
設
機
能
強
化
事
業
の
対

象
に
気
候
変
動
対
策
を
追
加

④
改
正
漁
港
法
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
「
漁
港
施
設
等
活
用

事
業
」
の
た
め
に
実
施
す
る

漁
港
施
設
の
再
編
・
整
序
を

補
助
対
象
化

⑤
漁
業
集
落
排
水
施
設
に
つ

い
て
、
一
定
以
上
の
漁
業
活

動
が
行
わ
れ
る
漁
港
の
背
後

集
落
か
つ
広
域
化
・
共
同
化

に
取
り
組
む
地
区
で
あ
る
場

合
、
人
口
要
件
を
緩
和

を
要
求
し
て
い
る
。

（
漁
港
海
岸
事
業
）

漁
港
海
岸
事
業
で
は
、
高

潮
、
津
波
、
波
浪
及
び
侵
食

に
よ
る
被
害
か
ら
海
岸
を
防

護
す
る
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
推
進
の
た
め
、
４２
億
８８
百

万
円
を
要
求
し
て
い
る
。

（
災
害
復
旧
事
業
）

漁
港
関
係
災
害
復
旧
等
事

業
で
は
、
台
風
、
地
震
等
に

よ
り
被
災
し
た
漁
港
や
海
岸

等
を
早
期
に
復
旧
す
る
た

め
、
１１
億
６７
百
万
円
を
要
求

し
て
い
る
。

（
漁
港
漁
場
関
係
非
公
共
事

業
）漁

港
漁
場
整
備
関
係
の
非

公
共
事
業
で
は
、
海
業
に
つ

い
て
海
業
の
取
組
の
立
ち
上

げ
に
必
要
な
実
証
調
査
、
民

間
事
業
者
と
の
連
携
の
仕
組

み
や
体
制
づ
く
り
、
漁
業
者

等
に
対
す
る
意
識
醸
成
や
海

業
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

の
取
組
等
を
支
援
す
る
、
海

業
振
興
支
援
事
業
５
億
円
を

新
規
で
要
求
す
る
と
と
も

に
、
浜
の
活
力
再
生
・
成
長

促
進
交
付
金
と
し
て
５５
億

円
、
漁
場
生
産
力
・
水
産
多

面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
に

３０
億
円
、
就
労
環
境
の
改
善
、

漁
港
利
用
者
の
安
全
性
の
向

上
、
漁
港
機
能
の
再
編
、
漁

業
の
操
業
形
態
の
転
換
・
養

殖
転
換
、
漁
港
の
グ
リ
ー
ン

化
に
資
す
る
施
設
の
整
備
を

支
援
す
る
漁
港
機
能
増
進
事

業
に
８
億
円
を
要
求
し
て
い

る
。ま

た
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
、
特
定
有
人
国
境

離
島
漁
村
支
援
交
付
金
は
併

せ
て
１４
億
５６
百
万
円
を
要
求

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
厳
し
い
環
境
条

件
下
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
の

面
的
保
全
・
回
復
技
術
開
発

実
証
事
業
に
つ
い
て
は
１
億

５０
百
万
円
を
要
求
し
て
い

る
。

（
組
織
・
定
員
）

海
業
推
進
に
向
け
た
体
制

強
化
の
た
め
、
海
業
の
全
国

的
な
展
開
に
向
け
、
海
業
推

進
の
司
令
塔
と
し
て
施
策
を

統
括
す
る
海
業
推
進
室
の
設

置
を
要
求
し
て
い
る
。

水
産
基
盤
整
備
と
し
て
８
６

６
億
９５
百
万
円
、
対
前
年
比
１

１
８
・
８
％
を
要
求
し
て
い
ま

す
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
、
食
料
安
全

保
障
の
強
化
対
策
に
係
る
経
費

は
事
項
要
求
と
し
て
、
予
算
編

成
過
程
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、

地
方
か
ら
の
要
請

が
強
い
、
漁
港
機

能
増
進
事
業
は
８

億
円
を
要
求
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
所
要
の
予
算
を

確
保
し
、
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画

（
令
和
４
年
３
月
閣
議
決
定
）

に
掲
げ
た
事
業
を
計
画
的
に
推

進
し
、
成
果
目
標
の
達
成
を
目

指
し
ま
す
。

要
求
に
盛
り
込
ん
で
い
る
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
�
水
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
拠
点
機
能
強
化
対
策

と
し
て
、
流
通
拠
点
漁
港
の
機

能
強
化
と
養
殖
生
産
拠
点
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
流
通
拠
点
漁

港
に
お
い
て
は
、
産
地
市
場
等

の
集
出
荷
機
能
や
製
氷
施
設
等

の
準
備
機
能
の
再
編
・
集
約
、

陸
揚
げ
か
ら
出
荷
ま
で
の
一
貫

し
た
高
度
な
衛
生
管
理
に
対
応

し
た
岸
壁
、
荷
さ
ば
き
所
等
の

整
備
、
ス
マ
ー
ト
水
産
業
に
対

応
し
た
産
地
市
場
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
漁
船
の
大
型
化
に
対
応
し

た
岸
壁
・
泊
地
の
増
深
等
を
重

点
的
に
進
め
ま
す
。
養
殖
生
産

拠
点
に
お
い
て
は
、
需
要
に
応

じ
た
安
定
供
給
に
必
要
と
な
る

陸
揚
げ
施
設
、
生
産
・
加
工
施

設
等
の
整
備
、
静
穏
水
域
の
創

出
等
に
よ
る
養
殖
場
の
拡
大
等

を
進
め
ま
す
。

２
�
持
続
可
能
な
漁
業
生
産

体
制
の
確
保
対
策
と
し
て
、
漁

場
生
産
力
の
強
化
と
漁
港
施
設

の
強
靱
化
を
進
め
ま
す
。
漁
場

に
お
い
て
は
、
国
直
轄
に
よ
る

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
（
新

規
地
区
含
む
）
、
水
産
環
境
整

備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き

生
活
史
に
対
応
し
た
整
備
、
藻

場
・
干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く

藻
場
・
干
潟
の
保
全
創
造
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト

水
産
業
に
資
す
る
海
域
環
境
観

測
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
ま

す
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
対
策
と
し
て
、
地
震
、
津
波
、

波
浪
等
に
対
す
る
漁
港
施
設
の

強
靱
化
と
長
寿
命
化
対
策
を
加

速
化
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

３
�
漁
村
の
活
性
化
と
漁
港

利
用
促
進
対
策
と
し
て
、
漁
港

の
就
労
環
境
の
改
善
に
資
す
る

施
設
整
備
、
既
存
施
設
の
改
良

・
除
却
等
に
よ
る
漁
港
利
用
の

促
進
、
海
業
や
増
養
殖
な
ど
の

事
業
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の

環
境
整
備
及
び
集
落
排
水
施
設

等
漁
村
の
生
活
環
境
改
善
の
た

め
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

拡
充
要
求
は
５
項
目
あ
り
ま

す
。
①
港
湾
に
お
け
る
一
貫
し

た
衛
生
管
理
体
制
の
構
築
に
向

け
た
水
産
物
加
工
機
能
の
強
化

（
港
湾
に
お
け
る
加
工
施
設
の

整
備
）
、
②
持
続
的
な
衛
生
管

理
体
制
の
確
保
に
向
け
た
漁
港

施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
の

促
進
（
製
氷
施
設
、
冷
凍
・
冷

蔵
施
設
、
加
工
場
の
老
朽
化
対

策
を
補
助
対
象
化
）
、
③
気
候

変
動
の
影
響
へ
適
応
す
る
た
め

の
漁
港
施
設
等
の
防
災
・
減
災

機
能
の
強
化
（
「
漁
港
施
設
機

能
強
化
事
業
」
の
対
象
に
気
候

変
動
対
策
を
追
加
）
、
④
改
正

漁
港
法
に
基
づ
く
「
漁
港
施
設

等
活
用
事
業
」
の
促
進
に
よ
る

漁
港
の
環
境
整
備
（
「
漁
港
施

設
等
活
用
事
業
」
の
た
め
に
実

施
す
る
漁
港
施
設
の
再
編
・
整

序
を
補
助
対
象
化
）
、
⑤
漁
業

集
落
排
水
施
設
の
効
率
的
な
維

持
管
理
に
向
け
た
広
域
化
・
共

同
化
の
促
進
（
集
落
人
口
要
件

の
緩
和
）。

ま
た
、
組
織
・
定
員
要
求
と

し
て
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
体
制
の

強
化
（
直
轄
代
行
、
災
害
復
旧

事
業
の
迅
速
な
実
施
の
た
め
の

体
制
強
化
）
、
海
業
推
進
に
向

け
た
体
制
強
化
（
海
業
推
進
の

司
令
塔
と
し
て
施
策
を
統
括
す

る
海
業
推
進
室
（
仮
称
）
の
設

置
等
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
な

ど
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
各
地

の
事
業
が
計
画
的
に
進
捗
し
、

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に
定

め
た
成
果
目
標
を
確
実
に
達
成

す
る
た
め
、
必
要
な
予
算
の
確

保
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
漁
港
漁
場

協
会
関
係
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
８
月

２７
日（
火
）１３
時
３０
分
か
ら
衆

議
院
第
一
議
員
会
館
会
議
室

で
臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
田
中
郁
也
漁
港

漁
場
整
備
部
長
ら
水
産
庁
幹

部
及
び
関
係
団
体
ら
を
招
い

て
、
令
和
７
年
度
水
産
基
盤

整
備
事
業
関
係
予
算
概
算
要

求
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。長

峯
誠
参
議
院
議
員
の
進

行
で
議
事
が
進
め
ら
れ
、
最

初
に
衛
藤
会
長
か
ら
「
日
頃

よ
り
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

の
整
備
・
振
興
に
あ
た
っ
て

は
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
本
年
も
能
登
半
島
地
震
、

台
風
や
豪
雨
等
の
激
甚
化
に

よ
り
貴
重
な
人
命
を
伴
う
被

害
が
出
て
お
り
、
被
災
さ
れ

た
地
域
の
皆
様
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
漁
村

地
域
に
お
い
て
も
防
災
・
減

災
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
水
産
物
国
内
消

費
の
減
退
や
漁
業
従
事
者
の

減
少
・
高
齢
化
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
等
に
よ
る
漁
獲
の

低
迷
な
ど
、
我
が
国
の
水
産

業
や
漁
村
に
は
様
々
な
課
題

が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
加
え
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

な
ど
国
際
情
勢
の
緊
迫
、
円

安
等
に
よ
る
原
材
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続

き
、
水
産
業
や
関
連
産
業
に

も
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
お

り
、
水
産
物
の
安
定
供
給
の

観
点
か
ら
食
料
安
全
保
障
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
諸
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
様
々

な
施
策
の
展
開
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
本
日
の
総
会
で
は
、
水

産
基
盤
整
備
に
係
る
令
和
７

年
度
予
算
の
概
算
要
求
等
に

つ
い
て
、
水
産
庁
か
ら
説
明

し
て
頂
く
が
、
議
員
連
盟
と

し
て
も
総
力
を
挙
げ
、
必
要

な
予
算
の
満
額
確
保
に
最
善

の
努
力
を
尽
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
秋
に
は
、

当
議
連
と
し
て
、
静
岡
県
の

現
地
視
察
と
財
務
大
臣
、
主

計
局
長
へ
の
予
算
確
保
の
申

し
入
れ
な
ど
も
予
定
し
て
い

る
。
ご
多
用
な
中
と
は
思
う

が
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
す
る
。
全
国
各
地
の
水
産

業
を
発
展
さ
せ
、
漁
村
を
守

り
支
え
て
い
く
た
め
に
も
、

会
員
の
皆
様
の
連
携
と
ご
支

援
が
大
き
な
役
割
を
果
た

す
。
こ
れ
か
ら
の
会
員
各
位

の
積
極
的
な
活
動
を
お
願
い

し
た
い
」と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
議
事
に
入
り
、
水

産
庁
の
田
中
部
長
が
、
令
和

７
年
度
水
産
基
盤
整
備
事
業

概
算
要
求
に
つ
い
て
、
新
た

な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

の
重
点
課
題
ご
と
の
主
要
な

要
求
内
容
と
制
度
拡
充
要
求

内
容
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

海
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

な
展
開
を
進
め
る
た
め
、
構

想
段
階
か
ら
実
施
ま
で
各
段

階
に
応
じ
た
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
支
援
し
、
漁
業

者
の
所
得
向
上
と
雇
用
創
出

に
つ
な
げ
る
と
し
て
、
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
漁
協
等

の
取
組
支
援
の
た
め
の
海
業

振
興
支
援
事
業
５
億
円
を
新

規
で
要
求
、
組
織
で
は
水
産

庁
に
海
業
推
進
の
司
令
塔
と

し
て
海
業
推
進
室
の
設
置
を

要
求
す
る
と
説
明
し
た
。

出
席
し
た
議
員
か
ら
「
海

業
に
つ
い
て
は
漁
業
者
も
や

る
気
は
あ
る
が
内
容
の
理
解

が
不
十
分
で
あ
る
。
意
識
醸

成
を
継
続
し
て
欲
し
い
」
、

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
防

災
・
減
災
に
つ
い
て
は
長
期

的
視
野
に
立
っ
て
別
途
当
初

予
算
で
も
要
求
す
る
な
ど
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」、「
食
料
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
も
漁
獲

量
確
保
は
重
要
で
あ
る
の
で

責
任
を
も
っ
て
対
策
す
べ

き
」、「
施
設
整
備
は
省
エ
ネ

の
観
点
か
ら
の
補
助
に
も
力

を
入
れ
て
欲
し
い
」、「
海
業
、

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
な
ど
は
他

省
庁
と
も
よ
く
連
携
し
て
進

め
る
べ
き
」等
の
意
見
・
要
望

が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
提

出
議
案
を
議
連
と
し
て
了
承

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

続
い
て
�
吉
晋
吾
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
か
ら

「
令
和
７
年
度
予
算
は
５
か

年
の
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
の
４
年
度
目
と
し
て
計
画

的
に
基
盤
整
備
を
進
め
る
た

め
の
重
要
な
予
算
で
あ
り
、

全
国
の
漁
港
漁
場
関
係
者
か

ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
厳
し
い
シ
ー
リ

ン
グ
の
中
で
各
事
業
前
年
度

か
ら
大
幅
な
増
額
要
求
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

す
る
。
建
設
資
材
、
労
務
費

が
高
騰
し
て
お
り
、
要
求
額

の
満
額
確
保
を
お
願
い
し
た

い
。
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靱
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
に
つ
い

て
も
十
分
な
額
の
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。
海
業
に
つ
い

て
は
、
海
業
振
興
支
援
事
業

の
創
設
、
海
業
推
進
室
の
要

求
な
ど
全
国
的
展
開
に
向
け

て
大
幅
に
施
策
の
充
実
が
図

ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、
是
非

と
も
実
現
を
お
願
い
し
た

い
。私

達
も
１０
月
２４
日
に
全
国

漁
港
漁
場
大
会
を
東
京
で
開

催
す
る
な
ど
、
要
求
額
の
満

額
確
保
と
必
要
な
施
策
の
実

現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
参
る

の
で
、
水
産
庁
の
皆
様
の
ご

尽
力
と
議
連
の
先
生
方
の
力

強
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

次
に
議
員
連
盟
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
現
地
視
察
に
つ

い
て
、
「
今
年
は
静
岡
県
で

１１
月
１６
日
・
１７
日
の
日
程
で

行
う
予
定
で
あ
る
の
で
是
非

参
加
さ
れ
た
い
。
財
務
省
の

主
計
官
に
も
お
声
が
け
し
た

い
」
と
の
お
知
ら
せ
が
あ
っ

た
。最

後
に
衛
藤
会
長
か
ら

「
令
和
７
年
度
予
算
は
長
期

計
画
の
実
現
に
重
要
な
予
算

で
あ
る
。
現
在
の
財
務
大
臣

は
歴
代
の
中
で
水
産
に
一
番

お
詳
し
い
方
で
あ
る
と
い
う

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
要
求

額
の
満
額
確
保
を
目
指
し

て
、
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
連

携
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
２３

名
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

伊
東
良
孝
、
衛
藤
征
士
郎
、

國
場
幸
之
助
、
鈴
木
英
敬
、

田
村
憲
久
、
谷
公
一
、
中
川

郁
子
、
中
谷
元
、
中
村
裕
之
、

西
銘
恒
三
郎
、
吉
田
真
次

【
参
議
院
議
員
】

井
上
義
行
、
江
島
潔
、
末

松
信
介
、
滝
沢
求
、
長
峯
誠
、

舞
立
昇
治
、
三
宅
伸
吾
、
宮

崎
雅
夫
、山
下
雄
平
、山
本
啓

介
、
山
本
順
三
、
若
林
洋
平

代
理
出
席
は
４４
名
。

（
一
社
）
大
日
本
水
産
会

は
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
、
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁

場
協
会
の
共
催
、
農
林
水
産

省
と
水
産
庁
の
後
援
に
よ
り

東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
第

２６
回
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ

ー
フ
ー
ド
シ
ョ

ー
」
で
、「
シ
ー
フ

ー
ド
シ
ョ
ー
２
０

２
４

海
業
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」
を
８

月
２１
日
開
催
し

た
。海

業
を
取
り
巻

く
状
況
に
つ
い
て

最
新
の
情
報
を
水

産
庁
が
提
供
し

た
。ま
た
、各
地
で
海
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
先
駆
者
が
、

取
り
組
み
の
概
要
や
始
め
た

き
っ
か
け
、
苦
労
し
た
点
、

工
夫
し
た
点
、
今
後
の
展
望

と
課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

海
業
成
功
の
秘
訣
を
探
り
、

海
業
の
魅
力
と
こ
れ
か
ら
海

業
を
検
討
す
る
人
へ
の
ヒ
ン

ト
を
発
信
し
た
。
会
場
に
約

１
４
０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

約
９０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

登
壇
者
は
次
の
と
お
り
。

▽
静
岡
県
西
伊
豆
町
産
業

振
興
課
農
林
水
産
係

係
長

松
浦
城
太
郎
▽
愛
媛
県
愛
南

町
海
業
推
進
室

室
長

浜

辺
隆
博
▽
㈱
雨
風
太
陽

代

表
取
締
役

高
橋
博
之
▽
ア

ク
ト
イ
ン
デ
ィ
㈱

取
締
役

小
土
井
孝
文
▽
歯
舞
漁
業
協

同
組
合

専
務
理
事

中
村

直
樹

モ
デ
レ
ー
タ
ー‥

水
産
庁
計

画
課

海
業
推
進
チ
ー
ム

内
田
智

司
会
者‥

大
日
本
水
産
会

専
務
理
事

�
瀬
美
和
子

第
４９
回
中
・
四
国
漁
港
漁

場
団
体
協
議
会
が
、
８
月
２０

日
午
後
３
時
３０
分
か
ら
香
川

県
高
松
市
の
「
ホ
テ
ル
パ
ー

ル
ガ
ー
デ
ン
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、

岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、

徳
島
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、

香
川
県
の
９
県
の
協
会
等
か

ら
関
係
者
２５
名
が
参
加
し

た
。冒

頭
、
当
番
県
で
あ
る
香

川
県
漁
港
協
会
の
大
山
会
長

（
さ
ぬ
き
市
長
）
が
開
会
挨

拶
を
行
い
、
続
い
て
来
賓
の

高
原
裕
一
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
水
産
施

設
災
害
対
策
室
長
、
�
吉
晋

吾
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
桑
原
仁
香
川
県

農
政
水
産
部
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

議
事
は
大
山
会
長
を
議
長

と
し
て
進
め
ら
れ
、
第
７３
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会
に
提
出

す
る
議
題
に
つ
い
て
、

①
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の
着

実
な
推
進
と
令
和
７
年
度
予

算
の
確
保
に
つ
い
て

②
漁
港
海
岸
事
業
の
促
進
と

令
和
７
年
度
予
算
の
確
保
に

つ
い
て

③
漁
港
機
能
増
進
事
業
の
予

算
確
保
・
継
続
実
施
に
つ
い

て④
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

⑤
漁
村
整
備
事
業
の
促
進
と

令
和
７
年
度
予
算
の
確
保
に

つ
い
て

⑥
漁
港
施
設
の
長
寿
命
化
に

係
る
令
和
７
年
度
予
算
の
確

保
に
つ
い
て

⑦
藻
場
再
生
及

び
海
洋
ご
み
対

策
等
の
海
洋
環

境
保
全
活
動
の

取
り
組
み
支
援

の
強
化
に
つ
い

ての
７
項
目
が
提

案
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

次
に
、
来
年

度
の
第
５０
回
協
議
会
は
岡
山

県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
稲
本
正
人
岡
山
県

水
産
課
総
括
参
事
か
ら
受
諾

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
そ
の
他
の
協
議

事
項
と
し
て
島
根
県
よ
り

「
海
業
の
推
進
の
進
め
方
等
」

に
関
し
、
各
県
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
照
会
が
あ

り
、
山
口
県
、
愛
媛
県
か
ら

事
例
報
告
が
行
わ
れ
、
今
後

の
取
り
組
み
の
参
考
と
さ
れ

た
。議

事
終
了
後
、
大
山
会
長

よ
り
、
「
今
回
議
決
頂
い
た

７
つ
の
提
出
議
題
に
つ
い
て

は
、
提
案
県
の
多
少
に
よ
ら

ず
、
い
ず
れ
も
重
要
な
内
容

で
あ
る
。
国
に
要
望
す
る
だ

け
で
な
く
、
国
、
県
、
市
町

村
、
漁
業
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ

役
割
分
担
し
、
漁
業
を
守
っ

て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
」

と
の
閉
会
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
川
西
敦
元
香
川

県
水
産
試
験
場
長
に
よ
る

「
香
川
の
漁
業
と
歴
史
」
に

つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、

い
り
こ
消
費
量
と
う
ど
ん
の

関
係
に
つ
い
て
、
ノ
リ
養
殖

業
の
振
興
策
に
つ
い
て
等
の

質
問
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち

に
協
議
会
は
終
了
し
た
。

翌
２１
日
は
、
現
地
視
察
と

し
て
観
音
寺
港
に
お
い
て
伊

吹
漁
港
ケ
ー
ソ
ン
の
製
作
現

場
を
視
察
し
た
。

中・四国漁港漁場団体協議会の様子

現
地
視
察
の
様
子

大
日
本
水
産
会

�������	


シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
海
業
セ
ミ
ナ
ー

熱心に耳を傾ける参加者（写真＝大

日本水産会提供）

香
川
県
高
松
市
で

中
・
四
国
漁
港

漁
場

団
体
協
議
会
を
開
催

漁 港 漁 場 月 報

令
和
７
年

度

予

算

概
算
要
求
等
を
協
議

漁
港
漁
場
漁
村
整
備

促
進

議
員
連
盟
が
臨
時
総
会

挨拶する衛藤会長

臨時総会の様子
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山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
下
関

市
長
）
は
、
８
月
７
日
（
水
）

１４
時
か
ら
山
口
市
の
「
セ
ン

ト
コ
ア
山
口
」
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

冒
頭
、
前
田
会
長
が
「
水

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
が
、
山
口
県
の
水
産
に

係
る
環
境
は
素
晴
ら
し
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
お

り
、
こ
の
魅
力
を
若
い
方
々

に
ど
う
気
付
い
て
も
ら
え
る

か
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

若
い
方
々
は
、
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
な
く

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
の
動
画
な

ど
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
。

水
産
系
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
が

朝
か
ら
夜
ま
で
自
ら
の
漁
師

活
動
を
動
画
で
流
す
こ
と
で

漁
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
映
像

を
若
い
方
々
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
の
獲
得
に
も
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

来
年
の
全
国
漁
港
漁
場
大

会
は
下
関
市
で
の
開
催
と
な

る
が
、
こ
う
し
た
話
題
を
全

国
の
皆
様
と
交
わ
す
こ
と
に

よ
り
、
魚
を
獲
る
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
、
漁
業
の
素
晴
ら

し
さ
を
多
く
の
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

全
国
大
会
に
向
け
て
下
関

市
と
し
て
も
全
力
で

取
り
組
む
の
で
、
県

協
会
員
の
皆
様
に
も

御
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の

渡
邉
浩
二
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
整
備

課
長
、
秋
山
公
志
山

口
県
農
林
水
産
部
理

事
、
�
吉
晋
吾
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
長
（
森
田
正
博
同
協
会

常
務
理
事
代
読
）
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
渡
邉
整
備
課
長
か

ら
「
海
業
の
推
進
と
改
正
漁

港
漁
場
整
備
法
に
つ
い
て
」

の
御
講
演
を
い
た
だ
い
た

後
、
前
田
会
長
を
議
長
と
し

て
議
事
に
入
り
、
令
和
５
年

度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算

・
剰
余
金
の
処
分
、
令
和
６

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
・

収
支
予
算
（
案
）
の
ほ
か
、

令
和
７
年
度
に
山
口
県
下
関

市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
漁
港

漁
場
大
会
の
開
催
計
画
及
び

経
費
負
担
（
案
）
に
つ
い
て

の
審
議
を
行
い
、
全
て
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、通
常
総
会
は
終
了
し
た
。

兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
浜
上
勇
人
香
美
町

長
）
は
、
９
月
６
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
、
淡
路
市
の

淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場
に

お
い
て
、
第
７３
回
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
浜
上
勇
人

会
長
（
香
美
町
長
）
か
ら
「
本

年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
、

５
月
か
ら
続
く
全
国
的
な
豪

雨
、
７
月
、
８
月
の
関
東
・

東
北
の
台
風
、
今
月
８
日
の

宮
崎
県
地
震
な
ど
自
然
災
害

か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
を

願
う
と
と
も
に
、
宮
崎
県
地

震
に
伴
い
発
表
さ
れ
た
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
で
大

型
地
震
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

な
か
、
防
災
・
減
災
の
取
り

組
み
が
喫
緊
に
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
港
漁

場
に
お
け
る
基
盤
整
備
を
着

実
に
促
進
す
る
た
め
、
我
々

漁
業
関
係
者
が
一
致
団
結

し
、
国
、
県
に
要
望
し
予
算

確
保
に
全
力
で
取

り
組
む
よ
う
尽
力

す
る
。
さ
ら
に
新

た
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
海
業

等
の
情
報
提
供
や

研
修
に
も
力
を
注

い
で
い
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ

た
。続

い
て
、
兵
庫

県
菅
村
哲
也
農
林

水
産
部
次
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
室
津
漁
業
協
同
組
合

中
川
照
央
組
合
長
を
議
長
に

議
事
に
入
り
、
令
和
５
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
や
令
和

６
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

な
ど
、
予
定
さ
れ
た
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

引
き
続
き
同
会
場
に
お
い

て
、
第
６４
回
兵
庫
県
漁
港
漁

場
大
会
が
、
県
下
各
地
か
ら

１
２
７
名
の
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。

�
吉
晋
吾
（
公
社
）
全
国

漁
港
漁
場
協
会
長
の
祝
辞

（
森
田
正
博
同
協
会
常
務
理

事
代
読
）
の
後
、
洲
本
市
伊

達
克
明
産
業
振
興
部
長
が
議

長
に
、
洲
本
炬
口
漁
業
協
同

組
合
山
本
浩
之
組
合
長
が
副

議
長
に
選
出
さ
れ
、
「
潤
い

と
活
力
あ
る
漁
港
・
漁
場
・

漁
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る
」

と
の
大
会
宣
言
を
行
い
、

・
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

の
推
進
と
令
和
７
年
度
予
算

の
確
保

・
漁
港
海
岸
事
業
の
促
進
と

令
和
７
年
度
予
算
の
確
保

・
豊
か
な
海
の
再
生

・
県
の
漁
港
漁
場
整
備
等
に

対
す
る
施
策
の
強
化

の
四
つ
の
議
案
を
満
場
一
致

で
承
認
し
、
今
後
、
こ
れ
ら

の
項
目
の
実
現
に
向
け
、
県

下
の
漁
港
漁
場
関
係
者
の
総

意
を
も
っ
て
、
国
並
び
に
県

に
対
し
て
、
総
力
を
結
集
し

て
行
動
す
る
こ
と
を
決
議
し

た
。そ

の
後
、
開
催
さ
れ
た
情

報
交
換
会
で
も
、
有
意
義
な

意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

佐
賀
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
峰
達
郎
唐
津
市
長
）

は
、
８
月
２８
日
に
佐
賀
市
の

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
は
が
く

れ
」
に
お
い
て
、
令

和
６
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。

峰
会
長
が
「
水
産

業
・
漁
村
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
水
産
業
の
基
盤

で
あ
る
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
に
つ
い
て
は
、

そ
の
着
実
な
整
備
が

水
産
業
の
振
興
の
み

な
ら
ず
、
地
域
社
会
の
維
持

に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
「
令
和
６
年
度

九
州
地
区
漁
港
漁
場
協
議

会
」
に
お
い
て
は
、
６
件
の

要
望
事
項
を
１０
月
に
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
九
州
地
区

の
総
意
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
。
今
後
も
全

国
漁
港
漁
場
協
会
や
関
係
団

体
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、

関
係
施
策
の
推
進
と
そ
の
た

め
の
財
源
確
保
に
向
け
、
積

極
的
に
活
動
し
て
参
り
た

い
」と
開
会
挨
拶
を
し
た
後
、

来
賓
の
山
下
雄
平
参
議
院
議

員
、
古
川
裕
紀
佐
賀
県
議
会

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

委
員
長
、
田
中
郁
也
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
長
、
島
内

利
昭
佐
賀
県
農
林
水
産
部

長
、
�
吉
晋
吾
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

続
い
て
、
峰
会
長
を
議
長

と
し
て
議
事
に
入
り
、
令
和

５
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
（
案
）
及
び
剰
余
金
処
分

（
案
）
、
令
和
６
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
収
支
予
算（
案
）

及
び
会
費
（
案
）
、
役
員
の

補
欠
選
任
の
各
議
案
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

新
任
の
役
員
と
し
て
は
、

實
松
尊
徳
神
埼
市
長
が
理
事

に
、
牧
元
義
博
仮
屋
漁
協
組

合
長
が
監
事
に
選
任
さ
れ

た
。総

会
終
了
後
、
水
産
庁
の

田
中
部
長
に
よ
る
「
海
業
の

推
進
に
つ
い
て
」
の
講
演
が

行
わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心
に

聴
講
し
た
。

一
般
社
団
法
人
大
分
県
漁

港
漁
場
協
会
（
会
長
・
藤
本

昭
夫
（
姫
島
村
長
）
）
は
、

９
月
５
日
午
前
１１
時
か
ら
大

分
県
水
産
会
館
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
藤
本
会
長

か
ら
「
水
産
業
・
漁
村
は
漁

獲
量
の
減
少
、
漁
業
者
の
高

齢
化
、
漁
村
の
人
口
減
少
な

ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
の

長
期
化
に
よ
り
、
燃
油
や
餌

飼
料
の
価
格
高
騰
が
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
災

害
は
激
甚
化
し
大
規
模
な
地

震
・
津
波
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
多
く
の
漁
港
施
設

で
は
老
朽
化
が
み
ら
れ
、
防

災
・
減
災
機
能
の
強
化
や
長

寿
命
化
対
策
が
急
務
で
あ

る
。
本
協
会
と
し
て
も
、
水

産
業
、
漁
村
の
課
題
解
決
の

た
め
、
関
係
団
体
と
連
携
を

密
に
し
て
、
予
算
確
保
や
政

策
提
案
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

私
は
１１
月
２５
日
の
任
期
満

了
を
も
っ
て
姫
島
村
長
を
引

退
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝

す
る
」
と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の

櫻
井
政
和
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災

漁
村
課
長
、
�
吉
晋

吾
（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
、
大
屋
寛

大
分
県
農
林
水
産
部

審
議
監
が
渕
野
勇
農

林
水
産
部
長
の
祝
辞

を
代
読
し
た
。

森
崎
真
吾
蒲
江
地
区
漁
港

漁
場
整
備
協
力
会
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
令

和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
の
承
認
と
令
和
６
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

（
案
）
並
び
に
会
費
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て
、
補
充
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
原
案
通

り
承
認
し
た
。

続
い
て
、
理
事
会
を
開
催

し
、
欠
員
と
な
っ
た
専
務
理

事
に
本
庄
新
理
事
を
選
任
し

た
。総

会
終
了
後
、
櫻
井
政
和

課
長
に
よ
る
「
海
業
の
推
進

に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
（
岡
貞
行
会
長
）
は

「
第
２５
回
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１０

月
８
日
の
午
後
１
時
３０
分
～

４
時
３０
分
、
東
京
都
千
代
田

区
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
会

議
室
で
開
催
す
る
。
同
時
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信
す

る
。テ

ー
マ
は
「
安
全
・
安
心

な
国
土
づ
く
り
と
能
登
半
島

地
震
」
。
本
年
元
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

大
災
害
を
契
機
に
、
改
め
て

切
迫
す
る
巨
大
災
害
へ
の
備

え
の
重
要
性
・
緊
急
性
が
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
か
ら
の
安
全
・
安
心
の

確
立
に
焦
点
を
当
て
た
。

講
演
内
容
は
次
の
と
お

り
。講

演
１‥

「
安
全
・
安
心

でW
ell−

b
ein

g

な
社
会
」

（
一
社
）
国
土
政
策
研
究
会

会
長

芝
浦
工
業
大
学
客
員

教
授

（
公
社
）
土
木
学
会

第
１
０
９
代
会
長

谷
口
博

昭
氏講

演
２‥

「
能
登
半
島
地

震
の
被
害
と
対
応
に
つ
い

て
」
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
部
長

田
中
郁
也
氏

参
加
費
は
無
料
。
問
い
合

わ
せ
・
申
込
み
は
（
一
社
）

全
日
本
漁
港
建
設
協
会
本
部

事
務
局
（
〒
１
０
４－

０
０

３
２
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀

３－

２５－

１０
Ｊ
Ｒ
八
丁
堀
ビ

ル
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３－

６
６

６
１－

１
１
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

０３－

６
６
６
１－

１
１
６
６

M
ail‥

in
fo

@
zen

g
y
o
k
e

n
.jp

）
担
当‥

国
武
・
田
原

ま
で
。
９
月
３０
日
締
切
。

な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
継
続
学
習
の
対
象
講

座
と
な
っ
て
い
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
の
受
講
は
対

象
外
と
な
る
。

第
２２
回
全
国
漁
港
漁
場
整

備
技
術
研
究
発
表
会
が
、
１１

月
７
日
（
木
）
～
８
日
（
金
）

に
、
山
口
県
防
府
市
の
「
防

府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）
音
楽
ホ

ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
発
表
会
は
、
水
産
庁
、

山
口
県
及
び
（
公
社
）
全
国

漁
港
漁
場
協
会
の
共
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
、
初
日
が
研
究

発
表
会
、
２
日
目
が
現
場
研

修
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
発
表
会
で
は
、
「
海

藻
の
生
態
学
的
特
性
を
活
か

す
藻
場
創
生
～
藻
場
造
成
エ

リ
ア
を
中
心
と
す
る
『
海
の

ゆ
り
か
ご
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
セ
ン
ザ
キ

協
議
会
の
取
組
み
』
～
」
と

題
し
て
、
水
産
大
学
校
の
村

瀬
昇
氏
と
山
口
県
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
の
三
好
博
之
氏
に

よ
る
基
調
講
演
を
は
じ
め
、

「
能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復

興
支
援
」
と
題
し
て
、
水
産

庁
報
告
が
行
わ
れ
る
。

続
い
て
一
般
発
表
と
し

て
、
流
通
拠
点
漁
港
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
、

海
業
と
い
っ
た
様
々
な
テ
ー

マ
で
１１
の
発
表
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
２
日
目
の
現
場
研

修
は
、
下
松
市
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
、
下
関
漁
港
等
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

参
考
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農
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（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
及

び
全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
は
、
９

月
４
日
午
後
１
時
１５
分
か
ら
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
会
議
室
に
お

い
て
、
２
０
２
４
漁
港
漁
場
漁
村
海

岸
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
委
員
会

を
開
催
し
た
。

写
真
家
の
森
松
夫
氏
（
委
員
長
）

及
び
宝
井
琴
鶴
氏
、
田
中
郁
也
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
、
浅
川
典
敬

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
理
事
長
、
吉
塚
靖
浩
（
一
社
）
水

産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事

長
、
岡
貞
行
（
一
社
）
全
日
本
漁
港

建
設
協
会
長
、
�
吉
晋
吾
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
、
森
田
正
博

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
専
務
理
事

８
名
の
審
査
委
員
に
よ
り
、
全
国
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
写
真
１
５
９
点
に

つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
特
選

７
点
、
入
選
６
点
、
佳
作
１２
点
の
入

賞
作
品
候
補
を
選
定
し
た
。

入
賞
作
品
の
発
表
は
、
１０
月
２４
日

に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
漁
港
漁
場

整
備
全
国
大
会
の
場
で
行
う
他
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
誌
「
漁
港
漁

場
」
、
全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
発

行
の「
は
ま
べ
交
信
」で
発
表
す
る
。
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令

和

６
年
度

通
常
総
会
を
開
催

漁漁港港漁漁場場
漁漁村村海海岸岸写写真真ココンンククーールル審審査査委委員員会会をを開開催催

山口県協会の総会の様子

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

令

和

６
年
度

定
時
総
会
を
開
催

大
分
県
漁
港
漁
場
協
会

大分県協会の定時総会の様子

入
賞
作
品
を
選
定
し
た
審
査
員

漁 港 漁 場 月 報

開
催
案
内

兵庫県漁港

漁 場 協 会

第
７３
回
通
常
総
会
・
第
６４

回
漁
港
漁
場
大
会
を
開
催

全
日
本
漁
港
建
設
協
会

１０
月
に
セ
ミ
ナ
ー
開
催

令

和

６
年
度

通
常
総
会
を
開
催

佐
賀
県
漁
港
漁
場
協
会

全国漁港漁場整備
技術研究発表会

佐賀県協会の通常総会の様子

開催案内

兵庫県協会の総会と漁港漁場大会

の様子

第
２２
回
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